
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

【概要】 

日本・タイ修好 130 周年を記念して、南山大学人類学博物館が収蔵するタイの山岳民族の衣装や生活

用具等を、横浜ユーラシア文化館収蔵資料とあわせて約 130 点を展示公開します。また、2000 年以降

の山岳民族に関する新たな研究を写真や映像などで紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミエン（ヤオ）の村を調査する江上波夫                  ミエン（ヤオ）の女性達 

 

 

 

 

 

平成２９年７月５ 日 
横浜ユーラシア文化館 
（公財）横浜市ふるさと歴史財団 

記 者 発 表 資 料 

展示公開する南山大学人類学博物館収蔵資料は、1969 年から 1974 年にかけて上智大学西北タイ歴史・文化

調査団が収集したもので、横浜ユーラシア文化館収蔵の資料は、同調査団団員であった江上波夫が調査の際

に個人で収集したものです。 



 

 

【展示の見どころ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開催期間】 

2017 年 7月 15 日（土）～9 月 24日（日） 72 日間（内開館日数 62 日） 

  ただし 7月 17 日（月・祝）、9月 18 日（月・祝）は開館、7 月 18日（火）、9 月 19日（火）は休館 
 

【展示構成と主な展示資料】 

Ⅰ 上智大学西北タイ歴史・文化調査団の見たタイの山地民（1969～1974 年） 

   1. 華やかな衣装 

    【主な展示資料】 

     ミエン（ヤオ）、モン（ミャオ）、アカ、リスなどのタイの山地民の民族衣装 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                    リスの女性達                モン（ミャオ）の銀製頸飾り 

 

2. 山の暮らし                3. ミエン／ヤオの儀礼と漢字経典 

    【主な展示資料】               【主な展示資料】 

     農耕具、籠類                 評皇券牒（ヤオ・パスポート） 

                            ※会期中に場面替えがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

               リスの背負い籠                              評皇券牒  

 

Ⅱ 再調査と研究のひろがり 

 南山大学人類学博物館やヤオ族文化研究所などによる、上智大学西北タイ歴史・文化調査団収集資料

の再整理やそれを踏まえたあらたな研究の展開を紹介します。                
 

Ⅲ 江上波夫の西北タイ調査 

 現在横浜ユーラシア文化館に収蔵されている民族資料を展示します。 
 

色鮮やかな刺繡やパッチワーク、それと組み合わされた銀の装飾。細かな手仕事の結晶であるその

美しさにまずは目を惹かれます。標高 1000 メートルを超える山の中で、これらの衣装を身にまとった山の民

に出会った日本人研究者たちの驚きも実感されます。 
 

   焼畑を営む山の民は、土地の疲弊を避けて移住を繰り返します。かつて中国に住んでいたミエン（ヤ

オ）が、国境を越えて移動することを保証したのが、「ヤオ・パスポート」とも呼ばれる評皇券牒でした。長さ

6 メートルを超えるこの文書の全貌をご紹介します。 

 

民族衣装 

評皇券牒 



 

 

 

【会場】 

横浜ユーラシア文化館 3 階企画展示室他 
 

【入館料】 

 一般３００円、小･中学生１５０円 
 

【主催・共催・後援】 

 主催：横浜ユーラシア文化館 共催：横浜市教育委員会 

協力：南山大学人類学博物館、一般社団法人ヤオ族文化研究所 

後援：上智大学アジア文化研究所、上智大学文学部史学科、朝日新聞横浜総局、神奈川新聞社、 

毎日新聞横浜支局、読売新聞横浜支局、NHK 横浜放送局、TVK 
 

【関連企画】  

（１）ギャラリートーク 

日時： 7月 30 日（日）11:00～、8 月 27 日（日）11:00～、9 月 23日（土・祝）17:00～ トーク： 

展示担当 畠山 禎（横浜ユーラシア文化館 学芸員） 

9月 23 日（土・祝）14:00～ トーク：森本智子（南山大学人類学博物館学芸員） 

参加費：企画展観覧料のみ 

※9/23（土）14:00 からのギャラリートークではハンズオン展示を実施予定。 

※各回 30分程度 
 

（２）講座「ミエン／ヤオの生活文化を知る」 

共催：一般社団法人ヤオ族文化研究所 

日時： 8月 20 日（日）13:30～16:00（受付は 13:00～）   

会場：横浜情報文化センター1 階情文プラザ 

   横浜市中区日本大通 11 ※ 横浜ユーラシア文化館隣り 

受講料：500 円 ※企画展観覧料を含む 

定員：80 人 事前申込み制 ※申込み多数の場合は抽選 

【プログラム】 

13:00    開場、受付開始 

13:30～14:10 山地民の焼畑（仮称）     講師 吉野晃（東京学芸大学教授） 

14:10～14:50 ヤオの儀礼と漢字経典     講師 丸山宏（筑波大学教授） 

14:50～15:00 休憩 

15:00～15:30 ヤオの儀礼における舞踏    舞踏 趙金付ほか 

                       解説 廣田律子（神奈川大学教授） 
 

（３）ワークショップ「ヤオの刺繡、切り紙に挑戦！」他 

会期中の土曜日・日曜日・祝日（8 月 11 日を除く）に開催。参加無料。 

・ヤオの刺繡に挑戦！・ポンポン作り  

・ヤオの切り紙に挑戦！・神様ぬりえ〔協力・素材提供 一般社団法人ヤオ族文化研究所〕 

 

※掲載の写真はすべて、南山大学人類学博物館所蔵・提供です。 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

横浜ユーラシア文化館  畠山 禎（展示）、神谷量子（広報）  Tel 045-663-2424 


